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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 0

2 1

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 1 1 年 分

分 1 年 23 18 3 年 分

分 3 年 5 16 2 年 分

分 2 年 8 4 3 年 分

分 3 年 3 3 2 年 分

分 1 年 22 2 3 年 分

70+1 分 3 年 14 8 3 年 分

HT 分 1 年 19 7 3 年 分

HT 分 2 年 17 19 3 年 分

分 2 年 11 23 1 年 HT 分

68 分 3 年 9 14 1 年 分

分 2 年 20 12 2 年 分

14 分 3 年 2 22 3 年 分

分 2 年 18 25 3 年 分

分 1 年 24 29 3 年 分

17 分 3 年 7 5 1 年 分

9 分 3 年 15 15 3 年 分

分 1 年 16 13 1 年 分

分 1 年 21 26 3 年 分

19 分 1 年 25 9 1 年 分 23

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 25 1 － 0

分 22 2 － 0

分 9 2 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 的崎　睦子令和５年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技〈女子の部〉 決  勝 14

日  時 2023 6 4 11 ００ キックオフ 会  場 三木総合防災公園第２陸上競技場

天  候 晴れ 弱風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 𠮷田　陽一 記  録 西畑　拓人 竹嶋　努 観 衆 234

主  審 的崎　睦子 副審１ 脇谷　咲花 副審２ 仲井　航平 第４の審判員 小西　悠子

 チーム名

2

前半

1

 チーム名 kick off

日ノ本学園高校 後半 神戸弘陵学園高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 西村 佐笑子久田 優里愛 GK

DF 河本　法紀1 中内　咲那 DF

DF 佐治　椋花今井　双葉 DF

DF 鷲見　優心 1田村　來愛 DF

DF 藤井　結菜渡邊　絢音 DF

MF 橋本 ひなの1* 高橋 あすか MF

MF 桂　   菜乃 1藤原　   良 MF

MF 中西　美羽 1大塚 理紗子 MF

MF 岡田 この美 1小林　結望 MF

FW 横井　   睦1 岡林　柚葉 MF

FW 山田　愛実 1高橋　亜優 FW

GK 岡村　陽生山崎　美波 GK

DF 祝　   詩乃磯野　美桜 DF

DF 新井　香奈櫻庭　羽紗 DF

DF 賀集　志乃中里　美咲 DF

DF 下条　真嬉本多　瑠己 MF

MF 大場　舞咲丸山　   星 MF

MF 浦田　咲彩赤羽　桃萌 MF

FW 兵頭　楓菜高橋 れある MF

FW 鈴木　梨花 3*1* 木下　奈南 MF

4 4 0

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

2 6 8

事 由前半 後半 合 計 時 間

0 0 0

7 4 3 Ｇ Ｋ 2 2 4

0 0 0 Ｃ Ｋ 0 3 3

間接ＦＫ1 0 1

1 直接ＦＫ 3 5 84 3

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 00 0 0 Ｐ Ｋ

得
 
点
 
経
 
過

52 日ノ本 木下 右 11

55 日ノ本 高橋 中央

→ 中央 25 S

70+3 神戸弘陵 鈴木 中央 9 S

22 S

戦

評

戦評者 所 属 有馬　／　三田祥雲館　 氏 名 平家　／　浅野

快晴の中、日ノ本4-1-3-2、神戸弘陵4-4-2でスタート。開始早々、神戸弘陵はFW⑭山田にボールを入れ、㉓横井のスピードを生かし左サイドに展開するな

ど、積極的に相手DFライン裏を狙う。そして、6分・9分と立て続けにミドルシュートがゴールの枠をとらえるなどチャンスを作る。一方の日ノ本はショートカ

ウンターからワントップの⑨高橋亜優に縦へのボールを入れ、右サイドの⑲が突破をはかったが、日ノ本GK①久田、神戸弘陵ＧＫ①西村の安定した守備もあ

り、両チームとも決定機に至らない。後半に入り、両チームともベンチが動き、神戸弘陵は⑨鈴木を投入、開始早々左サイドでボールを受けると、持ち前のス

ピードとテクニックを生かし、日ノ本ディフェンスラインを脅かした。一方の日ノ本も中盤の⑪岡林を左から右に変え、㉕木下を入れるなど攻撃の活性化を図っ

た。試合が動いたのは52分、右サイドの⑪岡林からのクロスを中央の㉕木下が左足で合わせ先制。その直後にも中央で㉒高橋あすかのロングシュートが決ま

り、日ノ本が大きく流れをたぐりよせた。神戸弘陵も最後まで前線にボールを集め、後半ＡＴに⑨鈴木のミドルシュートが決まり一矢報いたが、そのまま試合終

了。前半の苦しい時間帯から終始、ＤＦラインからのビルドアップを貫き、攻撃を展開した日ノ本が連覇を果たした。日ノ本の近畿大会での活躍を期待するとと

もに、最後まで、日ノ本に対して粘り強く挑んだ弘陵の健闘を称えたい。


